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まちの風景～おくんちまちの風景～おくんち
秋の実りに感謝し、家内安全を祈願するおくんち。大町町でも10月19日、御
輿を担ぎ、幟旗を空高く掲げた氏子が町内を練り歩きました。「お下りの御
輿をくぐると１年、元気に過ごせる」とあって、沿道には老若男女が繰りだし、
手を合わせながら御輿をくぐりました。（写真は福母八幡宮）
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　清々しい秋空
の下、大町保育園で運
動会が行われました。
　園児たちは、この日を心待ちにしており、いっ
ぱい練習したダンスを披露し、かけっこでは先生が待つ
ゴールを目指して、一生懸命走りました。
　保護者たちは園児たちの元気いっぱいでかわいらしい姿に声
援を送り、会場は大きな歓声に包まれました！！
　園児や保護者、地域の方々の笑顔あふれるにぎやかな運動会
になりました。

2oh  machi 2oh  

大町保育園
運動会
10月2日
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「肥前さが幕末維新博覧会」好評開催中！どうぞお見逃しなく！

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

せわ合い問おるす関に」館いらみ隠葉「」館道弘ルアリ「」館念記新維末幕「　　　　　
　　　　　　博覧会運営本部　☎（３７）０１８１
　　　　　団体（20名以上）でのご予約などに関するお問い合わせ
　　　　　　チケット管理センター　☎（２９）３６７１

詳しくは

詳しくは

　今年3月に開幕した「肥前さが幕末維新博覧会」も、平成31年1月14日の閉幕まで残り約２か月となりま
した。
　ご覧になった方の満足度は90％以上。「ふるさと佐賀に誇りを感じた」「歴史がすっと頭に入ってく
る」「テーマパークのアトラクションのようで大人も子どもも楽しめる」と、多くの方に好評をいただいてい
ます。
　閉幕が近づくにつれ、これからどんどん混み合ってくることが予想されます。特にメインパビリオンの「幕
末維新記念館」は、1日に2000人程度と、入場できる人数に限りがありますので、比較的余裕を持ってご覧い
ただける今のうちに、ぜひ、ご来場ください。

　夫やパートナーからの暴力（DV）、職場におけるセクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為と
いった女性をめぐる様々な人権問題についての相談を受け付ける専用電話相談窓口です。
　秘密は固く守られますので、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。
◆実施期間　11月12日（月）～11月18日（日）までの7日間
◆受付時間　11月12日（月）～11月16日（金）　午前8時30分～午後7時まで
　　　　　　11月17日（土）～11月18日（日）　午前10時～午後5時まで
◆相談電話番号　０５７０（０７０）８１０（相談担当者：法務局職員、人権擁護委員）
　　　　　佐賀地方法務局人権擁護課　☎（２６）２１９５

▶メインパビリオン「幕末維新
記念館」は、9分毎の入場で
１回あたりの入場者は約40
人です。
　　平日や土曜日の午前中な
ど比較的空いている時間帯
の観覧がおすすめです。
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＜高額療養費（外来年間合算）制度とは＞
　医療機関や薬局で1か月に支払った医療費が上限額を超えた場合、その超えた額が高額療養費として支
給されますが、平成29年8月に上限額が見直されたことに伴い、一般区分※については、7月31日を基準日
として、1年間（8月～翌年7月）の外来の自己負担額に14万4千円の上限額が設けられ、その上限額を超え
た額が高額療養費（外来年間合算）として支給されます。
　※一般区分とは、本人又は同一世帯内の方に住民税が課税されている被保険者で、医療費の一部負担金の
割合が1割の方です。

　【支給要件】
　平成29年8月から平成30年7月末までに被保険者が医療機関や薬局で支払った外来の医療費の自己負
担額から月間の高額療養費を除いた額のうち、14万4千円を超えた額を支給します。

＜支給の対象となる方へのお知らせ及び申請手続きについての留意点＞
　月間の高額療養費の支給を受けたことがある方で、対象の期間中に医療保険の異動等がなく、外来の医
療費の自己負担額が広域連合で確認できる場合、月間の高額療養費の支給先と同じ口座へ自動的に支給し
ます。（※支給日の1週間程度前に支給決定通知書が届きます）
　　上記以外の方で、支給が見込まれる被保険者の方には、12月中下旬にお知らせを送付する予定です。
　お知らせが届いた場合、お住まいの町役場の後期高齢者医療担当課の窓口に申請してください。

　　次に該当する方には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります。
　　上記の支給要件を参考にされ支給の対象となるかどうかご確認いただき、具体的な手続きやご不明
　な点については、お住まいの町役場又は佐賀県後期高齢者医療広域連合までご相談ください。
　　◆平成29年8月から平成30年7月末までの間に
　　　•市町を越える転居をされた方（県外から転入された方など）
　　　•他の医療保険制度から後期高齢者医療制度に移られた方（75歳の年齢到達者など）
　　　•後期高齢者医療の資格を喪失された方（亡くなられた方や生活保護を受け始めた方）

＜時効についての留意点＞
　高額療養費（外来年間合算）は、基準日（毎年7月31日）の翌日から2年を経過すると時効となり、支給ができ
なくなります。申請は、基準日の翌日から2年の間に行ってください。
　※計算期間（8月～翌年7月）の途中で資格を喪失された方の基準日については、資格を喪失された日の前
　　日（死亡の場合は、亡くなられた日）となります。
　　　　　佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課給付係　☎（６４）８４７６

詳しくは

詳しくは

高額療養費（外来年間合算）のお知らせ

　佐賀農業の歴史と未来をテーマに、見て、触れて、感じることができ、子どもから大人まで楽しめる体験型の
企画展です。ドローンなどカッコいい最新機械の展示や操作体験、佐賀のおいしい農畜産物の紹介や試食、農
業に関連したワークショップなど、ワクワクする体験がいっぱいです。ご家族みんなで遊びに来てください！
◆日　時　11月23日（金）～12月16日（日）　　◆場　所　こころざしの森（県立図書館南広場）
◆入場料　無料（※体験活動によっては参加費が必要な場合があります）
　　　　　佐賀県農政企画課　☎（２５）７２５７

サガファームランドを開催します！
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税を考える週間【11/11（日）～11/17（土）】
　国税庁では、税の仕組みや目的等を考え、税に対する理解を一層深めていただくために、毎年「税を考える
週間」を実施しています。
　国税庁のホームページに特集ページ「くらしを支える税」が掲載されますので、ぜひご覧ください。
　　　　　武雄税務署　総務課　☎０９５４（２３）２１２７

年末調整説明会のご案内
　平成30年分給与所得の年末調整説明会を次のとおり開催します。
　なお、平成31年（2019年）10月１日から実施される、消費税軽減税率制度についての説明も併せて行います。
◆対象者　大町町及び武雄市、嬉野市、江北町の源泉徴収義務者
　　　　　消費税軽減税率制度についての説明をお聞きになりたい事業者
　　　　　（※源泉徴収義務者に限りません）
◆日　時　11月22日（木）　午後2時～午後4時
　　　　　（※消費税軽減税率制度の説明：午後3時30分～午後4時）
◆場　所　武雄市文化会館 小ホール（武雄市武雄町大字武雄5538-1）
  （注） １. 源泉徴収義務者については、年末調整関係書類（案内状同封）を事前に送付しますので、ご出席の際
　　　　  は必ずご持参ください。
　　　２. 消費税軽減税率制度の説明のみお聞きになりたい事業者は、年末調整についての説明終了後、途中
　　　　  入場も可能です。
　　　３. 駐車場の駐車台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
　　　　　武雄税務署　法人課税部門　源泉所得税担当　☎０９５４（２３）５２９７

◆期　　日　11月11日（日）
◆受付時間　午前8時30分～午前11時（子宮頸がん検診は午前10時30分まで）
◆場　　所　町総合福祉保健センター「美郷」

　検診日は送迎を行います。詳しくは回覧でご確認ください。検診中は母子推進員による託児を行います。
今年度最後の集団検（健）診ですので、ぜひ受診してください。対象の方には別途通知をしています。
　　　　　子育て・健康課　健康づくり係　☎（８２）３１８６
　　　　　町民課　国民健康保険・国民年金係　☎（８２）３１１４
詳しくは

《武雄税務署からのお知らせ》

「がん検診」・「特定健診」実施のお知らせ

詳しくは

詳しくは

 検診・健診名  　　　対象者（平成31年3月31日現在の年齢）
肺がん、胃がん、大腸がん 30歳以上
 前立腺がん 50歳以上の男性
 子宮頸がん 20歳以上の女性（隔年実施）
 乳がん（要予約） 40歳以上の女性（隔年実施）
 骨粗鬆症 40・45・50・55・60・65・70歳女性
  40歳以上で佐賀県国民健康保険に加入されている方
 特定健診 ※後期高齢者医療保険被保険者・協会けんぽ被扶養者の方も受ける
  　ことができます。
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　地方公務員法第58条の2の規定において、人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした人事行政の運営等
の状況を公表することが義務付けられています。
　本町においても、大町町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年3月22日条例第12号）の規
定により、町民の皆さんに理解を深めていただくために、人事運営等の主な内容をお知らせします。

詳しくは 総務課庶務係　☎（８２）３１１１

大町町の人事行政の運営等の状況を公表します

（平成29年度普通会計決算）

（注）人件費には、町長など特別職、町議会議員、その他各種委員等
　　の非常勤特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

（注）町長給料15％減額（任期中）。副町長については、副町長を置か
      ない特例条例により不在。（ ）内は条例に定める給料額。

（注）職種区分は、平成30年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務
　　です。
（注）職員数は、技能労務職7人、再任用職員2人を除いています。

（注）1　職員数には、公営企業会計部門（水道事業）の職員、特別職
          及び休職者は含みません。
（注）2　職員手当には、退職手当は含みません。

人
6,635

人
89

大町町

一般行政職

312,800円

支給割合

給　料

報　　酬

29年 30年

 6月期
12月期
計

1.225月分
1.375月分
2.60月分

2
24
5
29
5
4
2
6
77
10
4
4
8
95

2
24
5
29
5
4
1
6
76
10
4
4
8
94

0
0
0
0
0
0
▲1
0
▲1
0
0
0
0
▲1

退職不補充

657,050円
（注：773,000円）

議　長
副議長
委員長
議　員

310,800円
258,400円
250,100円
242,300円

不在
（注：633,800円）
556,000円

（支給割合）
  6月期　1.575月分
12月期　1.725月分
    計 　  3.30月分

0.90月分
0.90月分
1.80月分

2.125月分
2.275月分
4.40月分

大学卒

16

18.8％

10

11.8％

19

22.4％

22

25.8％

8

9.4％

10

11.8％

169,000円 185,000円

高校卒 147,100円 155,700円

43.5歳 359,700円 49.3歳

千円
335,806

千円
32,599

千円
131,645

千円
500,050

千円
5,619

千円
4,663,184

千円
117,963

千円
827,144

％
17.7

29年度末
人口

①人件費の状況 ⑥職員の期末・勤勉手当の状況

⑦特別職・議会議員の報酬等の状況

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由

（平成30年度普通会計当初予算）

（平成30年4月1日現在）

（平成30年4月1日現在）

（各年4月1日現在、単位：人）

（平成30年4月1日現在）

（平成30年4月1日現在）

（平成30年4月1日現在、単位：人）

②職員給与の状況

③職員の平均年齢及び平均給料月額の状況

④職員の初任給の状況

⑤級別職員数の状況

1級 2級 3級 4級 5級 6級

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　林
商　工
土　木
小　計
教　育
水　道
その他
小　計

（注）1．職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を
　　　保有する休職者などを含み、日々雇用職員と非常勤職員を除
           きます。
（注）2．職員定数は、139人です。

副課長
係長・主査

課　長
副課長
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大町町教育委員会学校教育だより32
大町ひじり学園は地域と共にある小中一貫校です！！

第3回「佐賀義務教育学校連絡協議会」報告
　小中学校を統廃合して9年間の小中一貫教育を行う新しい学校種「義務教育学校」が制度化されて3年になり
ます。全国では、前年度より34校増の82校となりました。佐賀県では、九州初の「義務教育学校」大町ひじり学園と
多久市・玄海町で4校（ 多久市立東原庠舎東部校・中央校・西渓校、玄海みらい学園）が設置されていましたが、本
年度、伊万里市立南波多郷学館が加わり県内6校となりました。現在、2市2町の教育長と義務教育学校長等によ
り佐賀義務教育学校連絡協議会を設置し、義務教育学校の運営や小中一貫教育の推進について連携を図ってい
るところです。会長には、大町町教育長が就任しています。
　平成30年8月29日（水）南波多郷学館において、2市2町の教育長、6校の学校長等が参加して3回目の情報交換
会が行われました。
＜各学校の主な取組や成果、意見＞
（1）中学部生徒の問題行動等の減少について
○当初、小中一貫教育では、中学生が小学生をいじめるのではないかと心配したが、逆に中学生の問題行動
が減っている。
〇中学生がおとなしい。優しくなっている。

（2）児童生徒交流について
　〇一日の校時運行表を小中学部でそろえることによって、積極的な児童生徒交流が可能となった。
　〇年間の学校行事の中で、小中合同学校行事を複数位置付けて計画的に実施している。
　〇5、6年生を積極的に中学部行事に参加させている。（卒業式、中体連激励会など）
　〇生徒会活動、児童会活動、委員会活動の小中一体化を図っている。
　〇今後、義務教育学校同士でＩＣＴを利活用して生徒会の学校間交流をしていってはどうか。
　〇小中合同の縦割りグループで掃除をしている。
　〇小中合同の交流遠足を実施している。児童生徒の体力面から目的地選定には苦慮している。
　〇小中児童生徒の交流を進めるためには、教務主任、指導教諭の働きが鍵となる。小規模校は交流が進みや
　　すい。
　〇小学生の補充学習や夏休み勉強会の講師に中学生を活用している。
（3）小中教職員交流について
　〇校務分掌事務の担当者は、小中の教職員でペアを組ませ仕事に当たらせている。
　〇中学部の教職員が、5、6年生の問題行動等の生活指導に積極的に協力している。中学部の速やかな生徒指
　　導対応について、小学部教員がそのノウハウを学んでいる。
　〇小中一緒に授業研究を行う中で、中学部教員の授業力が向上した。
　〇小学部の教科担任制、乗り入れ授業（中学部教員が小学部の授業を担当。また、その逆。）をもっと進めたい
　　が、職員の配置や加配数など年によって人事に影響されることが多く阻害要因となっている。
　〇事務職員の交流をもっと進めるべきである。
　〇会議の増加や時間延長が課題である。議題の精選、事前の提案など工夫が必要である。
　〇9年間の小中一貫カリキュラムを小中合同で作成する小中合同教科部会が必要である。
　〇教職員が毎年入れ替わる中で、小中一貫教育を継続、徹底していくためには、市町教育委員会の働きかけが
　　重要である。
　各学校では、試行錯誤しながら様々な取組がなされていました。「そう！そう！」と思いを共有した点もあれば、実
態の違いによる取組の違いも多くありました。大町ひじり学園も他校を参考にしつつ、取組の結果をしっかり検証
しながら、よりよい義務教育学校の運営を進めてまいりたいと思います。
●教育委員会事務局学校教育係　☎（８２）３１７７

広告有効期限：平成30年11月末

長屋長屋
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　浦川内団地・京ノ尾団地の空き室入居者の募集を行います。募集人数を超えた場合は抽選となります。入居予備
者は1年間登録され、空き室が発生した際は入居審査を行った後、登録順位に従って入居することになります。
　また、下記申込期間後も随時受付しておりますが、予備者の後からの登録順となります。
◆募集内容　浦川内団地2戸、京ノ尾団地3戸
◆申込期間　11月12日（月）～11月22日（木）午前8時30分～午後5時（土日祝日を除く）
◆必要書類　町営住宅入居予備者登録申込書
　※必要事項を記入のうえ提出してください。
　※農林建設課管財係に用意しています。また、町ホームページからもダウンロード可能です。
　　（http://www.town.omachi.saga.jp/kurashi/post_2.html）
　※入居決定の際には、所得等の入居基準があります。詳しくはお問い合わせください。
◆受付場所　農林建設課 管財係（役場2階）
◆抽 選 日　11月29日（木）午前9時30分～　　 ◆抽選会場　役場2階　中会議室　
　　　　　農林建設課管財係　☎（８２）３１５１

町営住宅入居者募集【浦川内団地・京ノ尾団地空き室入居者募集】

詳しくは

　平成31年度保育園入園希望者の申し込みを次のとおり行います。
　入園の申し込みに必要な書類は、下記期間に子育て・健康課子育て支援係で配布します。現在、大町保育園
在園中の園児には保育園から必要書類を配布します。必要事項を記入し、子育て支援係へ提出してください。
　また、町内に住所があり、町外の保育施設に入園を希望される方も同様に申し込みをお願いします。なお、町
外保育施設希望の方は入園可否決定までに時間を要する場合があります。
◆申込期間　11月1日（木）～11月22日（木）　午前8時30分～午後5時15分（土日祝日を除く）
◆対象児童　平成25年4月2日～平成30年10月1日生まれ（※おおむね生後6か月以上のお子様）
◆受付場所　子育て・健康課 子育て支援係（美郷内）
　※保護者などが保育できない状況などであることが入園の条件になります。
　※申請書、就労証明書等の関係書類に不備等がある場合は受付ができません。
　※入園は申し込み先着順ではありませんが、申込者多数の場合は家庭状況、保育要件等を総合的に勘案し、
　　入園調整を行う場合があります。
　　　　　子育て・健康課 子育て支援係　☎（８２）３１８６ 

大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより

　ライフスタイル・ウォーキングは、主に運動不足が
原因である生活習慣病の予防・改善に大きな効果が
期待されます。以下のことを意識してみてください。
▼日常生活の中で意識して活動的に体を動かし歩く
▼家事や仕事をしながら室内でもより多く歩く
▼移動するときは機敏に動く
▼なるべくエレベータなどに乗らず階段を使う
▼近い距離ならバスや車、電車に乗らずに歩く
▼ある程度連続して歩く時は活発的に歩く
▼歩いた時間、距離、頻度より歩数を重視する
　これらのことを習慣化できる人の割合はかなり低
いでしょう。では、どうすればいいのでしょうか。
〇記録を取る（歩数計を用意します）　
〇グラフ化する（数値化して目に見える形にする）
〇歩くことをシュミレーションする
〇無理をしない（歩き続けることが重要です）
〇好きな事と結び付けて歩く
　歩くことが楽しければ、もっと歩こうという気持ち
になります。習慣化のための重要なポイントです。
○遊ゆうスポーツクラブ事務局
　南川　☎０９０（８３９４）３４５４

～ 今より多く歩くことを習慣化するために ～

平成31年度　保育園の入園申し込みがはじまります

詳しくは
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思い出のアルバム
その13SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN

クーポン券の特典付き
『おおまちグルメ』是非ご覧ください!!

商 工 会

詳しくは　大町町商工会　  （８２）５５５５

おおまち
れあい広場
ふ
れあい広場
ふ

このコーナーに掲載ご希望の方は
企画政策課広報統計係まで
ご連絡ください。    （82）3112

　大町町商工会では、大町町の『食』をテーマとしたお
店情報にお得なクーポンを付けたチラシ「おおまちグ
ルメ」を作成しました。
　知る人ぞ知るお店の隠れた逸品から定番メニュー、
大町のソウルフードなどなどをご紹介！食欲の秋、ぜひ
ご覧いただき大町町のグルメをご堪能ください。また、
チラシに付いているクーポン券（利用期限：Ｈ30.11.30
まで）利用でお得なサービスが‼更に、飲食店でアン
ケートに答えると抽選で3,000円の食事券なども当た
ります。
　この機会に是非ご利用ください。皆様のご来店をお
待ちしておりま～す。

※「おおまちグルメ」は大町町商工会、大町町役場、大町駅前
の情報プラザなどで設置・配布しています。

　思い出のアルバム、13ページ目からは「公民館資料展示室」の
民俗資料を見ていきましょう。今回は蒸気で布地の皺（しわ）を伸
ばす「湯熨斗器（ゆのしき）」です。
　よく「炭火アイロン」と混同されますが、こちらには底面に蒸気
を吹き出す孔があります。中に炭火などと水を入れて使いますが、
蒸気孔からお湯が吹き出したり、動かした時にお湯がこぼれたりし
ないような工夫がされています。いつ頃まで生産・使用されていた
かは分かりませんが、
明治34年（1901）
に特許が取得（※）
されています。

（※独立行政法人　
工業所有権情報・研
修館「特許情報プラ
ットフォーム」を参照
しました）
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oh  machiの情報
町営住宅空き室情報

　　　　　　　　　　　　※平成30年9月末現在
犯罪発生件数93件(うち窃盗犯75件)
窃盗犯の主なもの
　自転車盗4件、万引き12件、車上狙い1件、
　空き巣・忍び込み等24件、オートバイ盗1件

白石署管内　犯罪の発生状況

平成30年度佐賀県がん患者・家族つどいの会

◆日　時　11月24日（土）　受付：午後0時30分～
◆場　所　みやき町役場中原庁舎　2階「研修室」（三養基郡みやき町大字原古賀1043）
◆対象者　がん患者又はその家族30名（※受付順）
◆内　容　午後1時～午後2時  「消しゴムでオリジナルはんこを作ろう」
　　　　　午後2時～午後4時　親睦交流会
◆参加料　一人300円　　◆申込期限　11月21日（水）
◆申込方法　住所・氏名・電話番号・家族同伴の有無を電話でご連絡ください。
　　　　　電話受付（平日　午前9時30分～午後1時　午後2時～午後4時30分）
　　　　　佐賀県がん総合支援センター　☎０１２０（２４６）３８８ 

杵島郡学力向上フォーラムの開催について

（団地名）　　　（空き室状況）　　（予備者登録数）
・京ノ尾団地　　　 3戸　　　　　 0件
・浦川内団地　　　2戸　　　　　  0件
※杉谷団地、千場団地、泉団地については、
　入居募集を行っていません。

おおまちInformationInformation
平成30年9月分 町長交際費

※平成30年10月15日現在

農林建設課管財係　☎（８２）３１５１詳しくは 詳しくは企画政策課広報統計係　☎（８２）３１１２

詳しくは

金額

件数

9,100円

2件

29,100円

4件

合　計種別 慶祝

10,000円

1件

会費

10,000円

1件

その他

　家庭教育プロデューサーとして、全国で講演活動を
されている「株式会社エデュピーチ 代表取締役 酒井勇
介氏」を講師にお招きし、家庭での教育について話を
していただきますので、ぜひご来場ください。
◆内　容　「賢い子に育てる家庭での時間割」
　　　　　～家庭でできる学力アップのコツを伝授～
◆日　時　12月2日（日）　午後2時～午後4時30分
◆場　所　白石町総合センター　多目的ホール
　　　　　（杵島郡白石町大字福田1312番地1）
◆対象者　県内の幼稚園・保育所・小中学校・義務教育
　　　　　学校の保護者及び教職員、地域の方、各市
　　　　　町教育委員会関係者（※参加費は無料です）
　　　　　教育委員会 学校教育係　☎（８２）３１７７

11月は児童虐待防止推進月間です

　連絡は匿名で行うことも可能です。
　連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
　お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。
※通話料がかかります。
　　　　　佐賀県中央児童相談所　☎(２６)１２１２
　　　　　子育て・健康課　 ☎(８２)３１８６
詳しくは

詳しくは

お買い物は大町町内で

◎
ス
ズ
メ
バ
チ
が
活
動
す
る
季
節
で
す
。ス
ズ
メ
バ
チ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!



困りごと相談

介護保険65歳到達者説明会

　65歳になられる方を対象とした介護保険の説明会を下記のとおり開催
します。対象者（平成30年11月及び12月に65歳になる方）には通知及び資
料を送付します。本人が出席できない場合は、家族の方の出席も可能です。
また、介護保険について知りたい方など、どなたでも参加いただけます。
◆日　時　11月26日（月）午後2時から1時間程度
　　　　　（受付開始は午後1時30分）
◆場　所　町総合福祉保健センター「美郷」1階　研修室・会議室
　　　　　杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所　☎0954（69）8222
　　　　　大町町地域包括支援センター（美郷内）　　　　 ☎（82）3187

　介護保険要介護（要支援）認定の有効期限が、平成30年12月31日（月）
までの方で、引き続き、要介護認定を希望される方は、12月28日（金）ま
でに町役場福祉課で更新の手続きをしていただく必要があります。お手
元の介護保険証でご確認ください。

 

町内各機関
電話ご案内

役場(代表) 
総務課  
企画政策課  
町民課(窓口)  
〃 (国保年金係)  
〃 (税 務)   
生活環境課  
農林建設課  
会計課 
議会事務局
教育委員会事務局
福祉課(福祉)  
福祉課(介護) 
子育て・健康課 
暮らし相談室 

公民館
スポーツセンター 
老人福祉センター
大町ひじり学園
　小 学 部
　中 学 部
学校給食センター
大町保育園 
大町郵便局 
大町東郵便局
大町幹部派出所
(緊急通報は、局番なし110)

大町消防分署
(緊急通報は、局番なし119)

社会福祉協議会
ひじりの里
(情報プラザ)

＊仕事が長続きしない
＊仕事が決まらない
＊生活費に困っている　など

　生活の不安や心配ごとなど
お気軽にご相談ください

佐賀県生活自立支援センター
受付　午前10時～午後８時
　　　☎（２０）００９５

無料

oh  machi11

☎ 82-3111
☎ 82-3111
☎ 82-3112
☎ 82-3113
☎ 82-3114
☎ 82-3115
☎ 82-3116
☎ 82-3151
☎ 82-3156
☎ 82-3159
☎ 82-3177
☎ 82-3185
☎ 82-3187
☎ 82-3186
☎ 82-3152

☎ 82-2177
☎ 82-4644
☎ 82-5082

☎ 82-2036
☎ 82-3341
☎ 82-2461
☎ 82-2165
☎ 82-2042
☎ 82-2200
☎ 82-3121

☎ 82-3950

☎ 71-3001

☎ 82-2500

介護保険要介護（要支援）認定更新の手続きはお済みですか？

詳しくは 福祉課高齢者支援係　☎（８２）３１８７

詳しくは

2019年版さが県民手帳販売

0800-200-4373

防災行政無線電話応答
サービス（通話料無料）

詳しくは

詳しくは

　佐賀県では、11月上旬から、2019年版さが県民手帳を販売します。
　手帳としての機能（各月行事予定表や日記欄）はもちろん、県内市町の人
口、面積などを掲載した統計編をはじめ、観光施設の案内や官公庁の所在地、
郷土の歳時記（市町のイベント）、その他仕事や暮らしに役立つ情報や佐賀に
関連した主な出来事なども掲載しています。数に限りがありますので、役場企
画政策課において、お早めにお買い求めください。
 大きさ（縦×横） 色（各２色） 価格（税込）
 大　型（15.4×8.8㎝） 黒・白(アイボリー) 700円
 小　型（11.8×7.0㎝) 黒・白(アイボリー) 550円

職業訓練受講生募集（2019年1月入所生）

 募集科目 定員 訓練期間
 
機械ものづくり科

 （若年者訓練コース）
 12名 2019年1月 8日（火）から

   2019年6月26日（水）まで
 電気設備施工科 18名
◆対 象 者　ハローワーク所長から受講指示又は受講推薦を受けた方
◆募集期間　11月5日（月）～11月28日（水）　　
◆入所選考　12月5日（水）※筆記試験及び面接　　
◆受 講 料　無料（※テキスト代等は自己負担）
◆応募方法　公共職業安定所にてご相談の上、応募書類を提出してください。
　　　　　ポリテクセンター佐賀　☎（２６）９５１６

　　　　　企画政策課　広報統計係　☎（８２）３１１２

お買い物は大町町内で

人口 転入 転出 出生 死亡 前月比

ひとの動き
（単位：人）

※平成30年9月30日現在　（住民基本台帳）

  5
7
12

   14
14
28

   2
1
3

   3
3
6

-10
-9
-19

男
女
総数

3,026
3,535
6,561

◎世帯数　2,757世帯（前月比－3世帯）　　　　



【町長賞】松尾博正さん（宮浦町）

盆栽：作品名「山野草」

【みんなの賞】徳永春代さん（高砂町）

工芸：作品名「プロポーズ」

oh!machi!
Town News
まちのかわら版 9月13日

～15日
9月17日

「第21回日本太鼓ジュニアコンクール佐賀県大会
」が佐賀市文化会館で開催され、聖太鼓の会をは
じめ県内の21チームが出場し、この日に向けて積
み上げてきた鍛錬の成果を発揮し、その技術を競
い合いました。
　聖太鼓の会は、豪快なばち捌きで、メンバーの
息の揃った素晴らしい演目「躍動」を披露しました。
　惜しくもチーム入賞を果たすことはできません
でしたが、大会の中で最も優秀な演技を行った者
に贈られる「個人賞（女子）」を舛本弥紅さん（千
場）が受賞しました。
　また、今年から「日本太鼓シニアコンクール」
も開催され、聖太鼓の会の指導者である諸石一三
さん（宮浦町）が演目「聖」を披露し、シニアの
部・初代最優秀賞の座に輝きました。

　清々しい秋晴れが続くこの時期、「老人趣味の会作品展」
が美郷で開催されました。
　この作品展は、お年寄りの趣味の成果を発表する場とし
て毎年開催されており、今年も絵画や書、写真、手芸、盆栽
など100点以上の作品が展示されました。
　作品展に訪れた方は、感嘆の声を上げながら、趣向を凝
らした様々な素晴らしい作品に見入っていました。

最優秀賞を獲得!!
日本太鼓ジュニア・シニアコンクール佐賀県大会

芸術の秋！趣味は多種多彩！
第36回老人趣味の会作品展

9月20日

　「大町町敬老会」が美郷で開
催され、町内の75歳以上の方
約300名が出席しました。
　式典では、米寿を迎えられ
た方（40名）や会場を訪れた最
高齢者に、町と婦人会から記念品が贈られました。
　式典の最後には、大町保育園児からダンスや歌が贈
られ、その可愛らしい姿に出席者たちの顔がほころび
ました。　
　演芸大会では、吟詠やフラダンス、ハンドベル、日舞
など様々な演目が披露され、お祝いの時間を楽しくに
ぎやかに過ごしました。

これからもお元気で
大町町敬老会

　100歳以上になる町内の長寿者3名に、町から敬老祝金
が贈られました。
　長寿者を訪問した水川町長から「おめでとうございま
す。お体にお気をつけて、これからも元気なお顔を見せ
てください」とお祝いの言葉と共に敬老祝金などが手渡
されました。
　また、今年度中に100歳になられる方には国から祝い
状と銀杯が贈られ、受け取った岡本キミさんは「長寿の
秘訣はよく食べてよく寝ることです。これからも元気で
いれるように頑張ります」と笑顔で話されました。

9月19日ずっとお元気でいてください
長寿者を慶祝訪問

oh  machi 12
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9月25日

災害に備えるための
備蓄用物資

　銃剣道の練習が「大河塾（旧中村道場・寿町）」で行
われています。
　大河塾は今年の3月に立ち上げられ、2023年の佐賀
国体に向けて、2名の指導者のもと6名の児童が日々練
習に励んでおります。
　7月に熊本県で行われた九州大会では土井陶子さん
（高校１年）が団体戦に出場し優勝しました。個人戦
では山本将司さん（中学1年）が3位の成績を収め、また
8月に日本武道館で行われた全国大会では土井快太さ
ん（小学3年）が個人戦5位入賞を果たすなど、今後の活
躍が期待されます。

　大河塾は部員を募集しております！銃剣道に興味
がある方、練習を見学・応援されたい方、道場でお待
ちしております。
　【練習日時】毎週月・水・金／19時～21時
　（※水曜日はひじり学園小学部体育館で練習）

2023年の国体での活躍に注目！！
銃剣道の道場「大河塾」

9月27日

300年以上の伝統

　300年以上の伝統を誇り、
大町町の秋の風物詩である
「大町ソウケ市」が今年も開
催され、町内外からたくさんの方が訪れました。
　会場である本町地区の旧長崎街道（大町東郵便局付
近）には、手作りの竹ザルや竹細工の他、焼物や刃物な
どの露店が所狭しと並びました。
　訪れた方は、珍しい工芸品などの数々に目移りしな
がらも、丁寧に編まれたザルやカゴなどを実際に手に
取り、買い求めていました。

大町ソウケ市開催

覚書の締結式

　県内最大規
模の一般公募
展である「佐
賀県美術展覧
会」が開催さ
れ、800点を超
える作品が応
募されたなか、
大町町からは
5名の方が入
賞・入選しま
した。
　佐賀県芸術文化協会賞を受賞された藤瀬裟也佳さん
（有田工業高等学校デザイン科3年）の作品「大町町PR
ポスター」は、たろめんや大町煉瓦館、ＳＬ機関車な
ど、町を代表するものを本物と見まがうほどに描いた
イラストポスターです。
　

県内最大の美術展
第68回佐賀県美術展覧会

～29日
　町とスポーツ政策協定を締結しているリタジャパ
ン株式会社の野口必勝代表取締役から災害備蓄用物
資が無償で提供されることに伴い、覚書の締結式が行
われました。
　今回提供された備蓄用物資は、水1500ℓ（2ℓ×750
本）、粉ミルク12箱、アルファ米200食です。
　物資の提供を
受けて、町長は
「この度の物資
提供で安心安全
な町づくりのた
めに、また一歩
前進することが
できました」と
感謝の意を述べ
ました。

部門別入選者名（※敬称略）
【洋画部門】一ノ瀬雅子　　【彫刻部門】太田眞一
【写真部門】古川倭　　【デザイン部門】山下玲奈

作品名：「大町町PRポスター」
制作者：藤瀬裟也佳さん（不動寺）
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11月22日(木)
12月13日(木)

午前9時～正午
携行品◇・妊娠届出書
　　　　・マイナンバーカード又は
　　　　　通知カードと写真付きの
　　　　　身分証明証
　　　　・印鑑　　

(病院から発行された方)

※日程が合わない方は、
　事前にご相談ください。

12月  3日(月)午後1時～午後1時30分(受付)
対象者◇H30年9月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

11月29日(木)　　午後0時45分～午後1時15分(受付)
対象者◇H29年11月、H30年2月、
　　　　5月、7月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

11月22日(木)
12月  3日(木)　

午前9時～正午

※子どもから大人までこころとからだ
　の健康に関する相談を行っています。
※赤ちゃんの体重測定や大人の体脂肪
　測定、血圧測定なども行っています。

健康相談／「美郷」

子育て相談／「美郷」
11月27日(火)　午後1時30分～要予約

子育てサークル“もこもこ”／「美郷」
11月14日(水)
12月12日（水）　　

午前10時～正午
対象者◇未就園児と保護者
携行品◇水筒、タオル

母子健康手帳交付日／「美郷」

食欲の秋
2か月児相談／「美郷」

乳児健診／「美郷」

11月16日(金)　午後1時～午後1時15分（受付）
対象者◇3か月～12か月児と保護者
携行品◇母子健康手帳、エプロン

もぐもぐ教室／「美郷」

11月11日から12月9日までの「日曜・祭日在宅医当番日」は次のとおりです。
外　科

　食べものがおいしい秋になりました。この
時期は、おいしいものが多く、つい食べすぎ
てしまう方や、食欲に任せて体重が増える方
も多いと思います。

≪食べ過ぎないコツ≫
○よく噛んで味覚を味わう
　旬のものは、香りや食感を味わいましょ
う。また、よく噛むことは、食べ過ぎ防止や
脳の活性化につながります。
○献立の中に野菜やきのこ・海藻をとりいれ
　ましょう
　歯ごたえもあり、食物繊維が豊富に含まれ
ているので、先に食べると満腹感を得やすい
です。
○調味料に注意
　野菜やきのこでヘルシーにしても、揚げた
り、マヨネーズ・ドレッシングをたくさんか
けてしまっては摂取カロリーも増加します。
使用する量に気をつけ、旬の味をいかしま
しょう。
　食べることは、人生の楽しみの一つです。
食べ方のコツをつかんで、おいしくいただき
ましょうね。

11月10日～
  12月15日

9 5

白石町白石共立病院　☎(84)606011月11日（日） 白石町有島クリニック　☎0954(65)2066

大町町戸原内科　☎(82)205112月  9日（日） 白石町藤井整形外科病院 ☎(84)5880

白石町カタフチ医院　☎(87)223311月18日（日） 白石町森外科医院　☎0954(65)2059

白石町吉村医院　☎(84)215511月23日（金・祝） 白石町高島病院　☎0954(65)3129

白石町副島医院　☎(84)220511月25日（日） 江北町古賀病院　☎(86)2070

白石町原田内科医院　☎(87)3737
大町町順天堂病院　☎(82)3161
白石町白石共立病院　☎(84)6060

12月  2日（日）
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平成31年4月から容器包装プラスチックの分別収集を廃止します

缶類と容器包装プラ

11 12 84

午後5時30分～午後7時
午後7時以降

生活環境課環境衛生係 （８２）３１１６15

ペットボトル
古紙類

缶類と容器包装プラ

　容器包装プラスチックは、平成31年3月までは、これまで通り第1・3水曜日に「容器包装プラの袋」で出していただく
か、燃えるごみの日に「燃えるごみの袋」に入れて出してください。
　平成31年4月以降に残った「容器包装プラの袋」は、「ペットボトルの袋」として使用してください。

11 12 13 14 15 16 17

25 26 27 28 29 30 1

18 19 20 21 22 23 24

2 3 4 5 6 7 8

4 5 6 7 8 9 10

勤労感謝の日

◆民生児童委員会
／午後1時30分　
　美郷

◆司法書士による
　無料相談（要予約）
／午後2時
　町役場

◆町長対話室
／午後5時30分　
　町役場

◆家計の困りごと
　相談室（要予約）
／午前10時  美郷
◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆絵手紙教室
／午前10時 町公民館

◆区長会
／午前9時30分　  
　町役場

◆ペタンク大会
／午前9時
　オリオンプラザ

◆スポーツ吹矢
　例月記録会
／午前9時
　町公民館

◆無料法律相談
　（要予約）
／午前10時
　町役場

◆行政相談
／午前10時　　
　美郷
◆心配ごと相談
／午前10時
　美郷

◆分館対抗ミニ
　バレー大会
／午前9時
　町スポーツ
　センター

◆消費生活相談
／午前10時
　町役場

◆グラウンドゴルフ
　協会順天堂杯

◆女性のための
　市町巡回相談　
／午前10時
　美郷

◆司法書士による
　無料相談（要予約）
／午後2時
　町役場

◆町内ウォーク
／午前6時30分　
　町公民館集合・
　出発

◆絵手紙教室
／午前10時
　町公民館

◆特設人権相談所
／午前10時
　町公民館
◆心配ごと相談
／午前10時  美郷

◆杵島郡学力向上
　フォーラム
／午後2時
　白石町総合セン
　ター

◆女性のための市町巡回
　相談／午前10時 美郷
◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆ひじり学園9年生熊本・
　鹿児島修学旅行（9日まで）

◆ひじり学園5年生
　自然の家宿泊学習
　（9日まで）

◆ハイキング
／午前7時
　町公民館集合・
　出発（北九州市
　平尾台）

◆心配ごと相談
／午前10時
　美郷

◆ふるさと文化ま
　つり
／町公民館

◆絵手紙教室
／午前10時　
　町公民館
◆町長対話室
／午後5時30分　
　町役場



議会だより
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9月定例会
今回提案された議案の概要は

次のとおりです。

○
大
町
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
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包
装
プ
ラ
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ご
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取
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面
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、
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を
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減
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つ
い
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町
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を
定
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必
要
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あ
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た
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例
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の
で
す
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
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可
決
さ
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ま
し
た
。

○
平
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年
度
大
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町
一
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計
決
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定
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い
て
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6
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3
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万
1
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と
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ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
は
９
８
２
４
万
４

５
２
３
円
、
歳
出
総
額
は
９

７
９
０
万
７
６
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

１
３
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
入
総
額
は
０
円
、

資
本
的
支
出
総
額
は
１
７
１

０
万
２
５
３
３
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

　

８
億
３
０
５
６
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
49
億
９
５
７

７
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

53
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
１
億
４
７
５
万
３
千
円
と

な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

６
８
９
３
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
10
億
５
３
１
２
万

１
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
灌
漑
用

水
ポ
ン
プ
施
設
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
４

７
０
万
５
千
円
と
な
り
ま

す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

２
０
１
万
円
を
追
加
し
、
総

額
１
億
７
８
１
２
万
３
千
円

と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

資
本
的
収
入
総
額
は
１
４
９

２
万
６
千
円
、
資
本
的
支
出

総
額
は
４
９
０
３
万
９
千
円

と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
　
算

決
　
算

予
　
算

予
　
算

条
　
例

条
　
例

○
平
成
29
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
は
12
億
７
５
１
１

万
３
０
４
７
円
、
歳
出
総
額

は
12
億
６
４
６
万
１
１
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
灌
漑
用

水
ポ
ン
プ
施
設
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
・
歳
出
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
４
２
４
万
６
９
１
円
と
な

り
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
は
５
億
３
７
１
０

万
１
６
２
３
円
、
歳
出
総
額

は
３
億
４
８
０
４
万
５
０
３

６
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
総
額
は
２
億
26

万
２
７
８
円
、
収
益
的
支
出

総
額
は
１
億
９
１
６
２
万
４
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○
大
町
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

・
三
好
裕
人
氏

が
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
町
町
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

・
土
井
正
義
氏

が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

・
鵜
池
弘
文
氏

・
畦
山
信
行
氏

・
市
川
智
子
氏

　

以
上
の
方
々
が
適
任
答
申
さ

れ
ま
し
た
。

　
畑
ヶ
田
地
区
土
地
購
入
後
の

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
諸
　
石
　
重
　
信
　

議
員　

畑
ヶ
田
地
区
原
野
約
３

万
2
千
㎡
の
土
地
購
入
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
９
月
定
例
会

に
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ

れ
、
「
そ
の
土
地
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
た
上
で
、
佐
賀
県
と

の
共
同
に
よ
る
企
業
誘
致
を
基

本
に
、
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
最

適
な
利
活
用
を
目
指
す
」
と
の

方
針
を
示
さ
れ
、
議
会
で
こ
れ

を
可
決
し
、
平
成
29
年
10
月
に

7
千
5
0
0
万
円
で
こ
の
土
地

を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
町
民
の
方
々
の
関
心
も
高

く
、
利
活
用
に
向
け
た
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
質
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
関
し
、

財
政
面
・
誘
致
面
で
支
援
策
準

備
の
あ
る
佐
賀
県
と
の
共
同
に

よ
る
企
業
誘
致
計
画
を
基
本
と

さ
れ
る
な
か
で
、
用
地
整
備
に

か
か
る
上
水
道
、
排
水
施
設
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
対
し

て
本
町
と
し
て
今
後
ど
れ
く
ら

い
の
費
用
が
必
要
な
の
か
、
そ

の
概
算
を
合
わ
せ
て
質
問
し
ま

す
。

町
長　

（
新
興
宗
教
法
人
が
信

者
の
修
行
道
場
の
建
設
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
要

望
、
進
出
後
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
、

町
民
等
（
高
校
・
生
徒
）
へ
の
影

響
等
を
踏
ま
え
、
進
出
阻
止
を

一
理
と
し
て
、
県
と
の
共
同
に

よ
る
企
業
誘
致
等
の
た
め
の
用

地
確
保
を
目
的
に
、
建
設
予
定

地
を
町
で
買
収
。
）

　

本
年
4
月
、
現
地
の
調
査
測

量
業
務
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
後
、「
概
略
設
計
業
務
」

を
繰
り
越
し
し
た
調
査
委
託
料

で
発
注
す
る
予
定
で
し
た
が
、

県
の
補
助
事
業
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
改
め
て
新
規
事
業

と
し
て
、
補
助
金
を
申
請
す
る

た
め
、
繰
越
し
事
業
で
は
な

く
、
新
た
に
補
正
予
算
を
計
上

し
、
「
佐
賀
県
産
業
用
適
地
調

査
事
業
費
補
助
」
の
適
用
を
受

け
た
上
で
、「
概
略
設
計
業
務
」

を
発
注
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

従
い
ま
し
て
、
造
成
や
イ
ン

フ
ラ
等
の
整
備
費
用
、
排
水
経

路
等
の
検
討
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
の
概
略
設
計
業
務
の

中
で
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
町
長
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

　
い
て

　
　 

　 

中
　
山
　
雄 

次 

郎

議
員　

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー

ト
の
開
業
に
向
け
、
フ
リ
ー

ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
不
備
が
生

じ
て
か
ら
は
、
リ
レ
ー
方
式
や

フ
ル
規
格
な
ど
が
浮
上
し
て
い

る
昨
今
で
す
が
、
本
町
に
と
っ

て
新
幹
線
の
恩
恵
は
、
ま
ず
考

え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
複
線
化
工
事
を
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
駅
や
沿
線
周

辺
の
開
発
が
望
ま
れ
ま
す
。
町

長
が
い
つ
も
言
わ
れ
る
「
オ
ー

ル
大
町
」
と
し
て
共
通
認
識
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、
国

道
34
号
や
駅
前
周
辺
に
対
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

他
の
議
案

他
の
議
案

●付近には民家や県立高等学校が立地
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町
長 

大
町
町
の
発
展
的
な
町
づ

く
り
を
考
え
た
時
、
短
期
間
で

で
き
る
こ
と
、
10
年
、
20
年
、

30
年
の
ス
パ
ン
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

も
っ
と
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
私
の

考
え
、
描
く
大
町
町
の
将
来
像

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
町
町
は
佐
賀
県
の

ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
。
通

勤
圏
と
し
て
は
、
車
で
だ
い
た

い
1
時
間
程
で
、
県
内
一
円
を

カ
バ
ー
し
ま
す
し
、
Ｊ
Ｒ
利
用

も
可
能
で
す
。
人
口
は
、
6
千

7
0
0
人
程
度
で
は
あ
り
ま
す

が
、
人
口
密
度
（
平
成
30
年
市

町
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
で
は
、
県

内
4
番
目
に
高
い
km2
当
り
、

6
0
0
人
余
り
で
、
南
面
傾
斜

の
居
住
に
適
し
た
町
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
大
町
を
拠
点
と
し
て
、

通
勤
通
学
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
「
暮
ら
し
や
す
い
、
安

心
安
全
な
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
子
育
て
・
教
育
に
加
え

て
、
防
犯
、
防
災
、
生
活
環
境

の
改
善
、
絆
づ
く
り
に
主
眼
を

置
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
町
に
は
豊
か
な
自

然
と
、
何
よ
り
、
佐
賀
県
の
動

脈
と
も
い
え
る
国
道
34
号
と
い

う
素
晴
ら
し
い
資
源
、
我
々
の

生
活
に
密
着
し
た
国
道
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

新
し
い
バ
イ
パ
ス
建
設
に
期
待

す
る
の
で
は
な
く
、
国
道
34
号

沿
い
を
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
、
重
要
で
、
イ
メ
ー
ジ
で

は
、
国
道
を
大
町
町
の
中
心
を

走
る
大
き
な
幹
と
し
て
、
そ
れ

を
東
か
ら
西
へ
伸
ば
し
、
そ
し

て
枝
葉
が
南
北
、
街
中
に
張
っ

て
い
く
。
そ
う
い
う
町
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
大
型
ス
ー
パ
ー
の

誘
致
が
大
町
町
の
東
の
入
り
口

畑
ヶ
田
地
区
に
決
ま
り
、
現
在

造
成
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

契
機
に
、
交
通
量
の
多
い
国
道

沿
い
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
商
店
街
を
国
道
沿
い

に
形
成
し
、
若
い
人
に
も
、
そ

の
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
可
能
性
の
あ
る
支
援
と
、
各

種
企
業
が
進
出
で
き
る
手
立
て

と
環
境
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
大
町
駅
も
素
晴

ら
し
い
資
源
で
す
。
町
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
駅
前
周
辺
整
備
と

し
て
、
平
成
4
年
に
町
の
玄
関

に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
づ
く
り
と

し
て
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
、
平

成
9
年
に
は
「
情
報
プ
ラ
ザ
」

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

更
に
一
昨
年
前
に
、
稼
働
し

て
い
な
か
っ
た
滝
噴
水
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、
町
の

玄
関
口
と
し
て
、「
魅
力
と
象

徴
」の
創
出
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
大
町
駅
を
さ
ら
に
活
用

し
、
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
南
口
の
整

備
要
望
と
と
も
に
、
線
路
を
ま

た
ぐ
跨
線
道
の
整
備
も
、
町
づ

く
り
を
考
え
て
い
く
上
で
は
必
要

で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
強
化
に
つ
い

　
て

議
員　

本
町
は
、
子
育
て
し
や

す
い
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
必
要
で
、
な
お
か
つ
子
育

て
支
援
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
も
あ

る
母
子
手
帳
を
、
よ
り
使
い
や

す
く
す
る
た
め
に
母
子
手
帳
ア

プ
リ
の
導
入
を
し
た
ら
と
思
い

ま
す
が
。

町
長　

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い

て
は
、
妊
産
婦
手
帳
制
度
が

1
9
4
2
年
に
発
足
し
、
以

降
、
児
童
福
祉
法
や
母
子
保
健

法
の
施
行
等
に
伴
い
、
法
に
基

づ
き
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
帳
に
は
、
母
親
が
妊
娠
期

か
ら
の
健
康
診
査
を
初
め
、
出

産
後
の
子
ど
も
の
成
長
や
予
防

接
種
の
記
録
な
ど
、
母
子
の
一

貫
し
た
健
康
管
理
と
保
健
指
導

に
関
す
る
情
報
を
記
載
し
た
重

要
な
資
料
で
あ
り
、
保
護
者
自

身
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
電
子
母
子
手
帳
は

現
行
の
母
子
健
康
手
帳
に
加
え

て
の
手
帳
と
な
り
ま
す
が
、
課

題
と
し
て
、
情
報
の
漏
洩
や
転

出
先
で
の
利
用
の
有
無
、
デ
ー

●大町町を貫く重要な資源「国道34号」

●通勤・通学の要「JR大町駅」
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●1年生の授業をサポートする支援員

タ
管
理
、
入
力
の
手
間
な
ど
の

ほ
か
、
何
よ
り
も
本
来
の
母
子

健
康
手
帳
へ
の
記
入
が
お
ろ
そ

か
に
な
る
事
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

 

導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
便

性
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
や
そ
の

ご
家
族
が
安
心
し
て
出
産
・
子

育
て
が
で
き
る
支
援
策
に
な
り

え
る
の
か
、
先
進
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ひ
じ
り
学
園
で
の
小
1
プ
ロ

　
ブ
レ
ム
解
消
に
つ
い
て

議
員　

本
年
度
よ
り
支
援
事
業

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
成
果
、
も
し
く
は
効
果

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
大
町
幼
稚
園
が
閉
園

さ
れ
、
現
在
、
本
町
に
は
大
町

保
育
園
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
入
学
を
控
え
た
年
長
児
に

対
し
て
ひ
じ
り
学
園
か
ら
出
向

い
て
の
顔
合
わ
せ
な
ど
、
園
児

た
ち
が
学
校
に
溶
け
込
み
や
す

く
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

ひ
じ
り
学
園
の
支
援

員
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
教

育
補
助
2
名
、
不
登
校
児
童
生

徒
対
応
生
活
サ
ポ
ー
ト
1
名
を

配
置
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
1
年
生
の
指
導
に
特
化
し

た
支
援
員
を
元
教
員
や
元
民
生

児
童
委
員
か
ら
人
選
し
、
配
置

す
る
こ
と
で
、
低
学
年
の
う
ち

か
ら
、
学
習
習
慣
作
り
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
、
学
力
向
上
の

基
盤
作
り
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
解
消
支
援

員
配
置
に
よ
り
、
学
校
側
か
ら

「
児
童
の
集
団
行
動
、
学
習
規

律
の
確
立
に
関
し
て
ス
ム
ー
ズ

に
学
級
経
営
、
授
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
」
と
の
声
が
届
い

て
お
り
、
教
室
で
の
落
ち
着
い

た
授
業
の
展
開
、
1
年
生
の
学

力
向
上
、
問
題
行
動
等
対
策
に

大
い
に
期
待
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
は
、
1
年
生
の
学
力
、
問

題
行
動
等
、
教
職
員
の
勤
務
状

況
な
ど
を
今
後
し
っ
か
り
分

析
・
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
じ
り
学
園
に
就
学
予
定
の

未
就
学
児
童
に
つ
い
て
は
、
入

学
前
に
ひ
じ
り
学
園
体
験
入
学

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
学
校

探
検
や
在
校
生
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
を
実
施
し
て
、
学
校
生
活

へ
の
期
待
感
を
醸
成
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
以
外
に
、
教
員
に
よ
る

大
町
保
育
園
訪
問
・
参
観
・
年

長
児
観
察
、
大
町
保
育
園
年
長

担
任
と
1
年
生
担
任
に
よ
る
情

報
交
換
会
の
実
施
、
町
就
学
相

談
会
へ
の
相
談
員
派
遣
、
就
学

時
健
診
時
の
相
談
会
の
開
催
、

教
育
委
員
会
と
の
情
報
共
有
等

を
行
い
、
入
学
後
の
個
別
指
導

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
多
く
の
就
学
児
童
が

在
籍
す
る
大
町
保
育
園
と
ひ
じ

り
学
園
が
地
理
的
に
近
い
こ
と

を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

保
小
連
携
の
強
化
に
つ
い
て
、

ひ
じ
り
学
園
に
継
続
的
に
指
導

助
言
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
を

　
目
指
し
て

　
　
　
藤
　
瀬
　
　
都
　
子
　

議
員　

町
内
で
痛
ま
し
い
死
亡

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
①
人

身
事
故
も
い
く
ら
か
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
他
町
に
比
べ
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
の

対
策
は
。
②
通
学
路
の
安
全
面

に
つ
い
て
は
、
点
検
済
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
結
果
は
。
③
小

道
か
ら
町
道
に
出
る
時
の
危
険

個
所
の
対
策
は
。
以
上
、
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
３
点
質
問

し
ま
す
。

　

次
に
、
多
発
す
る
盗
難
に
つ

い
て
で
す
が
、
近
所
の
方
が
空

き
巣
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し

た
。
施
錠
は
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
高
齢
者
・
独
居
者
が
多

い
わ
が
町
。
現
在
、
本
町
に
白

石
署
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
に

か
対
策
を
検
討
出
来
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

①
引
き
続
き
、
交
通
安

全
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

各
種
団
体
（
交
通
安
全
指
導
員

会
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安

全
母
の
会
、
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
等
）
と
一
体
と
な
っ
た

啓
発
活
動
や
、
小
さ
い
頃
か
ら

の
交
通
安
全
意
識
を
醸
成
す
る

「
交
通
安
全
教
室
」
の
開
催
、
歩

行
者
の
交
通
安
全
対
策
と
し

て
、
夜
間
外
出
時
の
「
反
射
材

着
用
」
や
、
高
齢
者
の
「
運
転

免
許
証
自
主
返
納
」
な
ど
、
積
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極
的
に
推
進
し
て
い
き
な
が

ら
、
地
域
の
要
望
に
も
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
路
側
帯
の
設
置
や

危
険
個
所
の
改
善
に
加
え
て
、

警
察
と
の
連
携
の
も
と
、
交
通

安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
「
大
町
町
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
沿
っ
て
、各
種

団
体
、警
察
、学
校
関
係
者
、道

路
管
理
者
が
、
定
期
的
に
通
学

路
の
合
同
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
5
月
に
実
施
を
し

て
お
り
、点
検
の
結
果
、対
策
が

必
要
な
箇
所
は
8
箇
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
8
箇
所
に
つ
い
て
は
、

路
側
帯
の
設
置
や
交
差
点
改
良

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
策
案
を

設
定
し
、
対
策
実
施
に
向
け
て

計
画
的
に
動
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

③
危
険
個
所
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
要
望
を
受
け
な
が

ら
、
町
が
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、盗
難
に
つ
い
て
は
、警

察
や
防
犯
協
会
な
ど
と
連
携

し
、
防
犯
意
識
高
揚
の
た
め
の

啓
蒙
活
動
に
加
え
、
防
犯
協
会

や
駐
在
所
が
発
行
し
て
い
る
機

関
誌
で
の
防
犯
情
報
の
掲
載
の

ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
で
も
定

期
的
に
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
死
角
を
な
く
す
た
め

の
庭
木
の
適
正
な
管
理
や
、
防

犯
フ
ィ
ル
ム
の
活
用
、
施
錠
の

徹
底
な
ど
、「
自
ら
の
財
産
は

自
ら
守
る
」
と
い
う
自
衛
の
対

策
を
含
め
、「
地
域
で
地
域
を

守
る
」
と
い
う
地
域
の
絆
づ
く

り
や
、警
察
に
対
し
て
も
、パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
等
、
要
望
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
み
問
題
に
つ
い
て

議
員　

①
町
内
で
排
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
の
量
で
す
が
、
種
類
別
と

資
源
ご
み
等
の
数
量
、
そ
の
費

用
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
事
業
所
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い

て
は
、一
考
を
要
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
の
に

よ
っ
て
は
事
業
所
と
収
集
委
託

業
者
と
の
契
約
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
新
し
い
ス
ー
パ
ー
も
で

き
る
し
事
業
所
対
応
の
ゴ
ミ
袋

を
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
ま

す
。
以
上
2
点
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

町
長　

①
ご
み
の
種
類
別
の
量

は
、
可
燃
物
が
1
千
4
6
7
ｔ

（
前
年
比
１
０
０
・
08
％
）、不
燃

物
が
67
ｔ
（
前
年
比
96
・

2
％
）
、
粗
大
ご
み
76
ｔ（
前
年

比
１
０
７
・
6
％
）
、
資
源
ご
み

の
缶
類
7
ｔ
（
前
年
比
90
・

7
％
）
、ビ
ン
類
33
ｔ（
前
年
比

1
0
1
・
6
％
）
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
12
ｔ
（
前
年
比
96
・
1
％
）
、

古
紙
94
ｔ
（
前
年
比
87
・

1
％
）
、
古
布
12
ｔ
（
前
年
比

95
・
3
％
）
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
32
ｔ
（
前
年
比
93
・

6
％
）
、
鉄
類
12
ｔ
（
前
年
比

1
0
4
・
4
％
）
、
乾
電
池
0
・

6
ｔ
（
前
年
比
62
・
1
％
）
、
蛍

光
灯
0
・
6
ｔ
（
前
年
比
２
２

０
・
1
％
）で
す
。

　

資
源
ゴ
ミ
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん
類
に
76

万
6
千
円
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

26
万
円
、
蛍
光
灯
に
20
万
円
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
1
2
3
万
7
千
円
。

②
町
内
の
事
業
所
の
ご
み
収
集

に
つ
い
て
は
、
各
事
業
所
で
事

業
系
の
一
般
廃
棄
物
業
者
と
契

約
を
交
わ
し
て
、
収
集
か
ら
処

分
ま
で
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、事
業
所
の
多
く
は
、町
の
一

般
廃
棄
物
と
し
て
出
さ
れ
、
町

が
収
集
運
搬
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

武
雄
市
は
月
に
2
0
0
kg
以

上
ご
み
を
出
さ
れ
る
事
業
所
を

対
象
に
、
特
別
収
集
と
し
て
別

途
、
収
集
運
搬
手
数
料
を
含
む

契
約
を
交
わ
し
て
、
週
1
回
か

ら
週
5
回
で
の
収
集
を
、一
般

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
と
は
別

に
、収
集
し
て
い
ま
す
。

　

武
雄
市
と
同
様
な
収
集
が
、

大
町
町
で
可
能
か
ど
う
か
は
、

収
集
体
制
を
含
め
、
武
雄
市
に

状
況
を
確
認
し
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●通学路合同点検の様子

●フル稼働しているごみ収集車
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●食育の根幹を担う「大町町学校給食センター」

　
大
町
町
優
良
田
園
住
宅
の
建

　 
設
促
進
に
つ
い
て

　
　
　   
内
　
野
　
强
　
美

　議
員　

①
優
良
田
園
住
宅
の
建

設
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
、

需
要
者
像
と
住
宅
像
及
び
他

計
画
と
の
調
和
住
宅
に
つ
い

て
。
②
優
良
田
園
住
宅
の
建
設

が
基
本
的
に
認
め
ら
れ
る
、
お

お
よ
そ
の
土
地
の
区
域
に
つ
い

て
。
③
優
良
田
園
住
宅
が
建
設

さ
れ
る
地
域
に
お
け
る
個
性
豊

か
な
地
域
社
会
の
創
造
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
。
以
上
3
点

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長　

都
市
圏
の
中
で
は
、
特

に
居
住
に
対
す
る
価
値
観
が
多

様
化
し
て
お
り
、
自
然
的
環
境

の
豊
か
な
地
域
で
、
ゆ
と
り
あ

る
生
活
を
営
む
こ
と
を
求
め
る

田
園
居
住
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、本
町
で
は
、

そ
の
受
け
皿
と
し
て
、
政
策
的

に
協
力
企
業
を
募
り
、
民
間
の

資
金
力
で
優
良
な
田
園
住
宅
の

建
設
を
促
進
す
る
こ
と
で
移
住

定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
基
本
方
針
の
策
定
等

の
た
め
に
県
や
農
政
局
等
と
協

議
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

①
環
境
を
保
全
し
、
美
し
い
景

観
や
豊
か
な
自
然
と
共
生
で
き

る
環
境
で
の
住
宅
建
設
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
自
然
的
環
境
の
豊
か
な
農
山

村
地
区
や
田
園
地
帯
で
、
交
通

の
利
便
性
等
に
も
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

③
優
良
田
園
住
宅
の
定
義
で
、

敷
地
面
積
が
3
0
0
㎡
以
上
、

建
ぺ
い
率
30
％
以
下
、
容
積
率

50
％
以
下
、
3
階
建
て
以
下
の

一
戸
建
て
住
宅
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
の
基

本
方
針
の
中
で
提
示
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
優
良
田
園
住
宅
の
第
2
の
企
画

　
促
進
に
つ
い
て

議
員　

①
現
在
策
定
中
の
優
良

田
園
住
宅
建
設
が
完
成
し
、
好

評
だ
っ
た
場
合
の
考
え
。②
一
般

住
宅
地
に
つ
い
て
の
造
成
な
ど

の
考
え
。
以
上
２
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

町
長　

①
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
認

め
ら
れ
、
定
住
人
口
の
増
加
を

見
込
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
更
な
る
計
画
の
策
定
を
考

え
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。

②
景
気
の
後
退
や
来
年
の
消
費

税
増
税
も
念
頭
に
置
い
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
町
が
主
体

と
な
っ
た
土
地
開
発
や
造
成
に

は
、
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
う
も

の
で
あ
り
、現
在
の
と
こ
ろ
、考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
生
活
困
窮
者
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
供
給
の
公
的
責
任
を
果
た
す
た

　
め
に

　
　
　   

中
　
山
　
初
　
代

　議
員　

電
気
、
ガ
ス
は
水
道
と

並
ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
、
命
を

支
え
る
基
本
的
資
源
で
す
。
料

金
滞
納
で
電
気
が
止
め
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
供
給
の
公
的
責
任
を
果

た
す
た
め
の
規
則
・
ル
ー
ル
づ

く
り
を
。

町
長　

生
活
困
窮
者
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
電
気
料
金
な
ど

の
滞
納
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

理
由
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い

る
方
が
、
地
域
の
中
で
安
心
し

て
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
佐
賀
県
生

活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
の

連
携
に
よ
る
人
的
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
自
立
（
日
常
生
活

自
立
、
社
会
生
活
自
立
、
経
済

生
活
自
立
）の
促
進
を
図
る
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
民
生
委
員
の
方
々
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
と

の
更
な
る
連
携
に
よ
り
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
方
の
早
期
発

見
、把
握
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
実
施
を

議
員　

佐
賀
県
内
で
も
、
江
北

町
・
太
良
町
・
み
や
き
町
な
ど

給
食
無
償
化
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
も
無
償
化
の
早
期

実
現
を
。

教
育
長　

大
町
町
は
、
給
食
の

一
部
無
償
化
・
一
部
補
助
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
完
全
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
財

源
確
保
が
難
し
く
、
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
給
食
の

材
料
費
だ
け
は
保
護
者
に
ご
負

担
い
た
だ
い
て
、
学
校
給
食
を

活
用
し
た
食
育
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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本
年
度
は
、
給
食
費
徴
収
額

は
据
え
置
き
と
し
な
が
ら
も
、

保
護
者
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や
給
食
提
供

日
数
の
増
加
を
行
っ
て
い
ま

す
。
物
価
上
昇
に
伴
う
材
料
費

と
合
わ
せ
た
増
額
費
用
に
つ
い

て
は
、
町
で
負
担
し
、
総
合
的

な
子
育
て
支
援
政
策
を
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　「
ひ
じ
り
温
泉
」の
入
浴
料
に
つ  

　
い
て

議
員　

大
町
町
民
だ
け
で
も

5
0
0
円
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

多
久
市
の
温
泉
「
T
A
Q
U
A

（
タ
ク
ア
）
」
で
は
、
多
久
市
民

は
、「
多
久
市
民
優
待
カ
ー
ド
」

の
発
行
で
、
65
歳
未
満
は
３
５

０
円
、
65
歳
以
上
と
障
が
い
者

は
１
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
「
大
町
温
泉　

ひ
じ
り

乃
湯
」
は
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
、
憩
い
の
場
と
し
て
誘
致
し

た
企
業
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
入
浴
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
意

見
も
数
多
く
聞
い
て
お
り
、
す

で
に
温
泉
側
と
協
議
を
し
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
民
間
事
業
者
と
し
て

の
経
営
事
情
等
に
も
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
互
い
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
そ
し
て
譲
り
合

い
、町
民
相
互
の
親
睦
の
場
、温

泉
を
活
用
し
た
健
康
増
進
の
場

と
し
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　「
原
発
ゼ
ロ
」基
本
法
を
ど
う

　
み
て
い
る
の
か

議
員　
「
原
発
ゼ
ロ
」基
本
法
が

国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
意
義
は
小
さ
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
か
ら
の
盛
り
上
げ

が
必
要
な
の
で
は
。

町
長　

国
は
、国
策
に
お
い
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て
原
発
0
を
目

指
す
べ
き
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、世
論
で
も
賛
否
あ
る
中
で
、

私
が
町
長
と
し
て
、
原
発
に
対

す
る
世
論
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
政
務
、
公
務
、い
ず
れ
に
し

て
も
動
く
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。

　
小
・
中
学
部
の
道
徳
教
科
化

　
に
伴
う
ひ
じ
り
学
園
の
道
徳

　
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
早
　
田
　
康
　
成
　

議
員　

平
成
27
年
度
3
月
に
学

校
教
育
法
施
行
規
則
が
改
正

さ
れ
、
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
小
学
部
は
本
年

度
か
ら
、
中
学
部
は
来
年
度
か

ら
授
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
教
科
は
人
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
、「
こ

れ
が
正
し
い
」
と
す
る
回
答
は

な
く
、こ
こ
に
道
徳
教
育
の
難

し
さ
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
道

徳
は
、知
育
・
体
育
と
同
じ
く
、

徳
育
と
し
て
の
教
育
の
重
要
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
に
授
業
を
進
め
て

い
く
の
か
、次
の
６
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。
①
道
徳
教
育

の
進
め
方
に
つ
い
て
。
②
道
徳

を
教
科
と
し
て
扱
う
上
で
の
留

意
点
に
つ
い
て
。
③
道
徳
教

育
実
施
上
の
指
針
と
し
て
、
憲

法
に
反
し
な
い
範
囲
で
の
教
育

勅
語
の
導
入
に
つ
い
て
。
④
教

職
員
の
育
成
指
導
や
補
強
に
つ

い
て
。
⑤
保
護
者
へ
の
教
育

内
容
に
関
す
る
対
応
に
つ
い

て
。
⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
に
つ
い
て
。

教
育
長　

①
ひ
じ
り
学
園
に
お

け
る
道
徳
教
育
は
、
特
別
の
教

科
で
あ
る
道
徳
を
要
と
し
て
学

校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て

行
い
、
特
別
の
教
科
道
徳
は
も

と
よ
り
、
各
教
科
、
外
国
語
活

動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及

び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

質
に
応
じ
て
、
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
を
考
慮
し
て
、
指
導
し

ま
す
。こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

自
己
の
生
き
方
を
考
え
、
主
体

的
な
判
断
の
下
に
行
動
し
、
自

立
し
た
人
間
と
し
て
他
者
と
共

に
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の

基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
の「
道
徳
の
時
間
」

の
授
業
は
、
他
教
科
に
比
べ
軽

ん
じ
ら
れ
た
り
、
文
部
科
学
省

発
行
の
「
私
た
ち
の
道
徳
」
な

ど
読
み
物
資
料
の
登
場
人
物
の

心
情
理
解
の
み
に
偏
っ
た
、
形

式
的
な
指
導
が
行
わ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
採
択
教
科
書
「
新

し
い
道
徳
」
な
ど
の
資
料
を

●町民の憩いの場「大町温泉ひじり乃湯」
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●採択教科書「新しい道徳」

き
っ
か
け
に
、答
え
が
一
つ
で
は

は
な
い
課
題
に
子
供
た
ち
が
道

徳
的
に
向
き
合
い
、考
え
、議
論

す
る
授
業
へ
転
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を

育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
国
民
主
権
等
の
憲
法
の
基
本

理
念
や
教
育
基
本
法
の
教
育
の

目
的
の
実
現
の
た
め
に
文
部
科

学
省
が
教
育
課
程
の
基
準
を
大

綱
的
に
定
め
た
学
習
指
導
要
領

を
土
台
と
し
、
教
育
課
程
を
編

成
し
て
お
り
、
道
徳
教
育
に
お

い
て
教
育
勅
語
の
活
用
を
促
す

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
道
徳
教
育
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
人
間
尊
重
の
精
神

と
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を

家
庭
、
学
校
、
そ
の
他
地
域
社

会
に
お
け
る
具
体
的
な
生
活
の

中
に
生
か
し
、
豊
か
な
心
を
も

ち
、
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、

そ
れ
ら
を
育
ん
で
き
た
我
が
国

と
郷
土
を
愛
し
、
個
性
豊
か
な

文
化
の
創
造
を
図
る
と
と
も

に
、
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及

び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
公

共
の
精
神
を
尊
び
、
社
会
及
び

国
家
の
発
展
に
努
め
、
他
国
を

尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と

発
展
や
環
境
の
保
全
に
貢
献
し

未
来
を
拓
く
主
体
性
の
あ
る
日

本
人
の
育
成
に
資
す
る
よ
う
留

意
し
て
い
き
ま
す
。

④
ひ
じ
り
学
園
所
属
の
全
て
の

教
員
は
、
免
許
を
持
っ
た
プ
ロ

教
員
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
て
全
て
の
内
容
項
目
を

確
実
に
指
導
さ
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
養
う

た
め
に
は
、
教
員
の
道
徳
性
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
児

童
生
徒
自
ら
が
考
え
、
理
解

し
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
員
が

児
童
生
徒
と
共
に
考
え
る
姿
勢

を
大
事
に
し
ま
す
。

　
道
徳
教
育
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
ひ
じ
り
学
園
で
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
道
徳
教
育
の
指
導

計
画
の
改
善
、
校
長
及
び
道
徳

教
育
推
進
教
師
に
よ
る
校
内
体

制
の
整
備
、指
導
方
法
の
工
夫
、

評
価
研
究
、研
修
会
へ
の
参
加
、

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
採
択
教
科
書

「
新
し
い
道
徳
」な
ど
の
資
料
を

き
っ
か
け
に
、
言
語
活
動
や
表

現
活
動
を
取
り
入
れ
た
指
導

方
法
改
善
を
促
し
て
い
き
、
物

事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え

さ
せ
る
授
業
の
展
開
、考
え
、議

論
す
る
授
業
へ
の
転
換
、
問
題

解
決
的
な
学
習
や
体
験
的
な

学
習
の
導
入
を
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
活
動
全
体
で
道

徳
教
育
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
特

別
の
教
科
道
徳
と
他
教
科
や
学

校
行
事
に
関
連
性
を
持
た
せ
た

指
導
を
行
う
よ
う
学
校
に
指
示

し
て
い
ま
す
。

⑤
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
趣

旨
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
理

解
が
深
ま
る
よ
う
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
の
特
別
の
教
科
道
徳
の
学
習

状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の

様
子
を
数
値
評
定
で
は
な
く
、

認
め
、
励
ま
す
記
述
式
の
評
価

を
通
知
表
や
個
人
懇
談
を
活

用
し
て
家
庭
と
共
有
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
じ
り
学
園
で
は
、
学
習
指

導
要
領
に
沿
っ
て
、
全
て
の
内

容
項
目
を
確
実
に
指
導
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
危
惧
さ
れ
る
道

徳
教
育
の
問
題
の
発
生
は
想
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑥
今
回
の
教
科
化
は
、こ
れ
ま

で
の
道
徳
教
育
の
多
く
の
課
題

を
踏
ま
え
、
内
容
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
も
の
で
、
新
し
い
教

育
が「
始
ま
っ
た
」の
で
は
な
く

「
道
徳
教
育
の
改
善
・
充
実
」と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
ひ
じ
り
学
園
の
道
徳
教
育
も

校
長
及
び
道
徳
教
育
推
進
教

師
を
中
心
に
校
内
体
制
を
整
備

し
、道
徳
教
育
の
一
層
の
改
善
・

充
実
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、保
護
者
、地
域

住
民
に
よ
る
学
校
評
価
に
よ
る

検
証
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
い
た
全

学
級
が
道
徳
の
授
業
を
公
開
す

る
授
業
参
観
日
「
ふ
れ
あ
い
道

徳
」の
実
施
を
と
お
し
て
、保
護

者
、
地
域
住
民
に
よ
る
授
業
評

価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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7月25日には「らくがん」を作りました。

　　　　　　　　　仲間たちと楽しい時間を過ごしながら健康づくりをしましょう
　「寄合所すいれん サロン心老大町」は現在会員20名で活動しています。
　ＪＡさが大町出張所横（Ａコープ跡地）で毎週水曜日午前10時から午後2時
半まで、65歳以上の人たちが集まり仲間づくりをしています。参加は自由です
ので、時間のある方はいつでもいらしてください。
　主な活動内容は健康づくり体操や手芸、ゲーム、おしゃべり会など、会員の
皆さんのリクエストを受けて行っております。参加者が学び合いながら、楽し

い時間を過ごしております。興味がある方は一度体験してみてください。お待

ちしております。　

　●連絡先　TEL（82）2111  （JAさが大町出張所までご連絡ください）

寄合所すいれん
サロン心老大町

園児たちとたくさんの楽しい思い出を
つくった遊具が9月5日に撤去されました。
園児たちとたくさんの楽しい思い出を
つくった遊具が9月5日に撤去されました。

大町保育園

楽しかったよ　ありがとう！

大町保育園

楽しかったよ　ありがとう！

　このコーナーでは、満1歳になるあなたの家のアイドルを紹介しています。次回は
平成29年12月生まれのお子さんが対象となります。掲載ご希望の方は、11月15日
までに企画政策課広報統計係までご連絡ください。

少し太めの穂高くん。
これからも大きく育ってね！

アイドル
わが家の すずか

　　奈津子さん

林　穂高くん
平成29年11月15日生まれ

ほだか

林　諒耶　さん
【畑ヶ田】のお子さん

ここ ろ
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